
「慶事」

読書会

8/24 土

立命館孔子学院図書室

12:30~14:30

中国の小説に興味がある方、
本を読むのが好きな方、

一緒に「読書会」をしませんか。

講師：永井 英美 氏 （立命館孔子学院中国語講師）

読書会は原則隔月で偶数月に
開催します。
中国の短編小説を日本語訳で
読んで感想を語り合い、また
作者について学びます。（な
るべく事前に該当月の作品を
読んできてください。）

■テキスト・作品
現在、二玄社『中国現代文学
珠玉選［小説3］』所収の作
品を順に読んでいます。テキ
スト購入費は参加者負担です
が、現在絶版となっておりま
すので、前日まで、もしくは
当日の開始30分以上前にお
越しくだされば、事務局で作
品のコピーをお渡しできます
。図書館や古書をご利用いた
だいても結構です。

■お申込み方法
前日までに孔子学院事務局まで、
電話、FAXもしくはメールでご
連絡下さい。

■お申込み・お問合せ先
立命館孔子学院
〒603-8577
京都市北区等持院北町56-1
立命館大学 アカデメイア立命21内
TEL：075-465-8426
FAX：075-465-8429
Mail：koza＠st.ritsumei.ac.jp
http://www.ritsumei.ac.jp/confucius/

二玄社『中国現代文学珠玉選［小説３］』より

作品冒頭紹介

参加無料

朝方、張媽は鳳児に服を着せる際、今日は新しい服を着せてあげなくて
はいけませんねと言った。
「新しい服って、またお正月になったの？」鳳児は玉虫色に煌めく桃色の
緞子の長衣を目にすると嬉しかった。お母さまが自分にそんな服を着せて
くれるのはお正月だけなのだ。
「今日は新しい奥さまがお入りになります、あなたさまもお父さまに叩頭
のご挨拶をしてお祝いを申し上げなくてはいけませんよ」、張媽は小声で
言うと、しばらく黙っていたが、また続けた。「あなたたちお子さま方は
やはり、お母さまや三娘さま、五娘さまにお祝いの言葉を申しあげてから
、新しい奥さまに初対面のご挨拶をするのですよ」

凌叔華 著


